
NCGM の外来アフェレシス治療について 
 
アフェレシス療法は、専⽤の医療機器を使って⾎液などの体液を体外へ取り出し、そこに含
まれる病気の原因物質を分離して除去するとともに、不⾜している物質を補うことにより、
体内のバランスを整える“⾎液浄化療法”の⼀種です。病気の原因物質を取り除くことによっ
て症状を軽減し、薬物治療などが効きやすい状態をつくることができます。 
https://medicalnote.jp/contents/230324-003-AN 
 
下記はアフェレシスが適応となる疾患になります。多岐にわたる疾患に適応があることが
わかります。 
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当院のアフェレシス治療の特徴 
①  当院は⽇本アフェレシス学会認定施設として、すべてのアフェレシス治療に対応して

いきます。当院には⽇本アフェレシス学会認定⾎漿交換療法専⾨医・指導医が在籍して
おります。また、総合病院として幅広い領域の疾患に専⾨的な対応が可能です。 

 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

⾎液浄化療法室スタッフ（英中越など多くの⾔語に対応可能です） 
 
②  代表的なアフェレシス療法である⾎漿交換では、メジャーな膜分離はもちろんのこと、

カテーテルの挿⼊を必要としない、末梢⾎管を⽤いた遠⼼分離式での治療も多く⾏なっ
ております。カテーテル挿⼊が不要のため、外来通院しながらでも治療が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③  炎症性腸疾患や⽪膚疾患などに対する⾎球成分吸着除去療法（CAP）療法も積極的に

⾏なっております。 
 

スペクトラオプティア 
遠⼼型⾎液成分分離装置 

ACH-Σ 
⾎液浄化システム 

M-CART 
腹⽔濾過濃縮⽤装置 



 
 
 

ワイヤレス超⾳波画像診断装置を⽤いた安全・
確実な⾎管穿刺を⼼がけています 


